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２．若草山の価値の再確認 

（１）関係法規制等の把握 

若草山の範囲 
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出典：『絵本通宝志』金沢美術工芸大学所蔵 出典：『志賀直哉旧居の復原』呉谷充利編 

２．若草山の価値の再確認 

（２）価値の再確認 

• 若草山は、世界遺産「古都奈良の文化財」の緩衝地帯（バッファゾーン）としての区域に指定され、遺産の周辺環境を直接保護に寄
与している。 

● 世界遺産「古都奈良の文化財」隣接地としての価値 

● 歴史的・文化的な価値 

● 景観的な価値 

• 若草山は、多くの名所案内記で名所として紹介され、また、古来から和歌に詠われるなど、奈良公園周辺におけるシンボルとなって
いる。 

• 志賀直哉が若草山を望むことができる高畑町界隈に居を構えるなど、多くの文人・画家に評されてきている。 
• 若草山山焼きが、奈良を代表する行催事として続けられている。 
• 若草山をはじめとした山林、境内地、風致上必要な民有地が一体となり、良好な風致景観を形成していることから、大正11年に、名
勝（文化財）に指定されている。 

• 若草山は、奈良市の重要な眺望景観としてその視対象であるとともに、奈良公園平坦部を含む市内一帯を望むことができる視点場で
もある。 

• 特に、奈良公園内においては、浮雲園地や春日野園地から若草山を望む眺望は、園地や甍奈良春日野国際フォーラムの大屋根と一体
となり、空間的な広がりを感じさせる独特な景観を形成している。 

南都八景「三笠山の雪」 二階客間から若草山を望む志賀直哉 浮雲園地から若草山への眺望 若草山から市街地への眺望 
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奈良公園を代表する眺望景観を形成する要素であり、名勝の価値を基底する若草山の景観を継承するため、地形・植生等を含め

て総合的に適切な保全・維持管理を図る。 

個別要素の保存管理・活用の主な考え方 

自然的要素に関わる考え方 

• 南都八景に数えられる「三笠山の雪」など、奈良公園の著名な眺望景観を構成

する若草山の地形及び植生の維持のための適切な保全、再生を図る。 

• 水谷川沿いの自然林は特別天然記念物春日山原始林として、その適切な保全を

図る。 

歴史的・文化的要素に関わる考え方 

• 史蹟東大寺旧境内に一部重複することから、遺跡・遺構等の現状保存を図ると

ともに、園地活用との調整に配慮する。 

• 鶯塚古墳は、古墳時代の当地の歴史を伝える重要な要素として、その適切な保

存を図る。 

• 若草山山焼きは、当地の歴史・伝統を現在に伝える重要な要素であり、行催事

の主たる場となる若草山一帯についてその継承のための適切な保存を図る。 

公園的要素に関わる考え方 

• 当地の景観を特徴づける松、桜、楓等の植栽樹木の適切な維持管理を図るとと

もに、公園の風致景観に配慮した整備・活用を図る。 

• 茶山園地一帯は、若草山の山麓部の樹林地景観を構成する区域として、その地

形及び植生の維持のための適切な保全を図る。 

その他要素に関わる考え方 

• 若草山山麓の店舗等は、公園開設以前より若草山の景観形成・保全に配慮して

きた地域として、地元地域活動との連携のもと名勝奈良公園の修景のための保

存管理の推進を図る。 

ゾーン位置及び本質的価値を構成する要素 

区域の保存管理・活用の基本方針 

２．若草山の価値の再確認 

（３）価値の保存管理・活用の考え方（名勝奈良公園保存管理・活用計画 平成23年３月策定） 
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３．移動支援手法の検討 

（１）移動支援手法の整理 

ハード整備 
による移動支援 

ソフト整備 
による移動支援 

移動支援手法例 

• ソフト整備による移動支援についても、下記のようなご意見やご提案をい
ただいている。 

 
ソフト整備による移動支援手法の一例（構造物の整備を要さない移動支援） 
 牛車、馬車、駕籠、電動アシスト人力車、ベロタクシー、 
 若草山駐車場へのぐるっとバスの運行ルート延長 等 

移動支援手法例 計画案 検討結果 

モノレール案 • 若草山麓園地から展
望スポットである若
草山一重目まで、移
動支援を行う。 

• 移動支援手法として第一に検討
に着手。 

• 若草山の価値を守ることを前提
にモノレールを整備することは
困難との見解を受け、凍結。 

バス案 • 奈良奥山ドライブ
ウェイから若草山一
重目・二重目の展望
スポットまで、移動
支援を行う。 

• 本検討委員会において、検討結
果を報告。（次頁以降参照） 

その他 • 上記２案以外に、地下道、エレベーター、エスカレーター、
リフト等、様々なハード整備による移動支援手法について、
ご意見やご提案をいただいた。 

• それらの案を踏まえ、県としてはモノレール案とバス案を
検討。 

現時点までの検討 

様々な移動支援手法事例を
調査し、環境配慮等の視点
から奈良公園に使える手法
を整理 
【移動支援手法事例一覧】 
・モノレール 
・バス 
・リフト 
・ケーブルカー 
・エレベーター 
・エスカレーター 
・ムービングベルト 等 

若草山の魅力向上
に向けた施策のひ
とつ 

移動支援手法 
の可能性 

可能性の検討 
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